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⻑期構想骨子案
第Ⅰ章 ⻑期構想策定の⽬的と位置付け
１．⻑期構想策定の⽬的
２．⻑期構想の位置付け

第Ⅱ章 水道事業を取り巻く事業環境
１．水道事業を取り巻く事業環境

(１) 人口及び水需要の動向
(２) 大規模地震発生の懸念
(３) 自然災害への対応
(４) 環境への配慮
(５) 水道事業の担い手不足

第Ⅲ章 県営水道の現状と課題
１．県営水道の沿革
２．県営水道の現状と課題

(１) 人口・水需要の減少
(２) 大量の施設更新の必要性
(３) 耐震化の推進
(４) 自然災害の激甚化
(５) 水質への要求水準
(６) 環境負荷の低減
(７) 職員の減少・技術継承
(８) 経営基盤の確立
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(９) お客様とのコミュニケーション
(10) 地域社会等への貢献

第Ⅳ章 県営水道として⽬指す姿
１．⽬指す姿をつくる観点
２．⽬指す姿
３．施設整備に関する取組の方向性

(１) 安全で良質な水道
(２) 将来にわたり適切に管理された水道
(３) 災害・事故にも強い水道
(４) 環境にやさしい水道

４．事業経営に関する取組の方向性
(１) 経営基盤の確立された水道
(２) 信頼に応える水道

第Ⅴ章 ⻑期構想の推進
１．事業の進行管理

第Ⅵ章 用語集
１．用語集
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次期計画 現行計画
第Ⅰ章 経営計画の⽬的と位置付け Ⅰ 策定にあたって

１．経営計画の目的 １ 計画の位置付け

２．経営計画の位置付け ２ 策定の趣旨

第Ⅱ章 これまでの取組 Ⅱ これまでの取組
１．前計画における主要事業の目標達成状況 ≪主要事業の目標達成状況≫

第Ⅲ章 これからの県営水道 Ⅲ 将来の事業環境
１．水道事業を取り巻く事業環境 ※ １ 人口減少に伴う水需要減少

２．県営水道の現状と課題 ※ ２ 水道施設の老朽化

３ 災害対応

４ 水質管理

Ⅳ 県営水道が⽬指す将来像と取組の基本的な考え方

※ の項目は⻑期構想と同様の記載予定

経営計画骨子案の考え方 ▪現行計画の柱立てをベースとする
▪⻑期構想と共通する項⽬は⻑期構想に倣う（記載順、項⽬名称、等）



経営計画骨子案（2/2） 3

次期計画 現行計画
第Ⅳ章 計画期間における主要事業 Ⅴ 主要事業の体系

１．主要事業の体系 Ⅵ 主要事業

２．主要事業の概要 取組の方向性１ 中⻑期的視点に立った水道システムの
再構築及び維持管理等

( 1 ) 「安全で良質な水道」に向けた個別事業 取組の方向性２ 経営基盤の確立

( 2 ) 「将来にわたり適切に管理された水道」に向けた
個別事業 取組の方向性３ 水道における新技術の活用

( 3 ) 「災害・事故にも強い水道」に向けた個別事業 取組の方向性４ 災害等に強い水道づくり

( 4 ) 「環境にやさしい水道」に向けた個別事業 取組の方向性５ 水質管理の充実

( 5 ) 「経営基盤の確立された水道」に向けた個別事業 取組の方向性６ お客さまの信頼の向上

( 6 ) 「信頼に応える水道」に向けた個別事業 取組の方向性７ 地域社会や国際社会への貢献

３．主要事業の目標値一覧

第Ⅴ章 財政収支見通し Ⅶ 財政収支見通し

第Ⅵ章 経営計画の推進 Ⅷ 計画の推進と進捗管理
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